
総会議案は全会一致で承認，
理事会で幹部役員も選任

（一社）日本マテリアルフロー研究
センター（JMFI）は８月28日，如水
会館（東京都千代田区）において，第
３回定時総会を開催した。

当日，理事会に続いて開催された
総会では，冒頭，山田事務局長の開
会宣言に続き，大庭靖雄会長が登壇
し挨拶。「当センターは３年目の事
業年度に入り，会員企業も昨年同時
期の72社から110社を上回るまで増
え（図表1），活動・基盤ともに充実
してきている。今後も様々な課題解

今回は理事の改選において，人事
異動ほかによる交代や新規会員より
の新任理事も迎えて，発足時から倍
増した会員に合わせて体制を強化
し，総勢19名での新出発となったこ
とが特筆される。

重厚長大システムが
色褪せる，大変革時代の
物流をテーマに講演

休憩を挟んで，元ニトリHD上級
執行役員でASLF2017，2018の企画
実行委員長も務め，現在はソフトバ
ンク ロボティクス㈱のロジスティク
ス本部長を務める松浦学氏が登壇，

“消費情報の流通大変革の中で”の
テーマで講演した。

同氏は「私は今，通信系の会社で
AIやロボティクス技術をベースにし
た事業の世界展開に関わっているが，
ロジスティクスのプロというより経
営のプロとして，これまで様々な企
業で改革を率いてきた。いずれも

『ユーザー視点で，将来の価値・競争
優位性を追求し，モデルを再構築』
したもの。しかしロボットはその一

決のプラットフォームとなるため，
組織の拡大に取り組みたい」と表明
した（タイトル写真）。

続いて，大庭会長を議長に総会が
進行され，平成29事業年度決算報
告，任期満了に伴う役員の退任およ
び選任（図表2），JMFI会費規制の
改定についてそれぞれ審議，承認さ
れた。さらに報告事項として，事前
に承認されている，平成29年度事
業報告書，平成30年事業年度の事
業計画および収支予算について報告
がなされ，その後，理事会で選定さ
れた新幹部役員の紹介を経て，総会
は終了した。
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第3回定時総会と特別講演・懇親会を
盛大に開催，会員が111社に
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部であって，新しい技術導入の際は
全体の平準化や標準化による効率化
という目的を見失ってはならない」と，
基本的なスタンスを表明したあと，
持論を展開。
「これまでの我が国は人口ボーナ

スで成長してきたが，今後人口減に
直面したら『これまではこうだった』
という考えは通用しない。国策で保
護されてきた銀行の総資産業務利益
率が１％を切る時代になって，今ま
での伝統や重厚長大のシステム，従
業員のスキルなどが価値を失い，か
つての強みや特徴が足かせになりか
ねない時代が来ている。小売系では
１兆円規模のグローバルなGMSで
さえ営業利益の激減に直面している
時代に，では製造物流小売業であれ
ば勝てるかというと，それほど単純
ではない。個人の趣向に対して品揃

図表1 JMFI会員名簿
1 ㈱IHI物流産業システム
2 ㈱アイオイ・システム
3 ㈱ITAGE
4 IDEC㈱
5 アサヒグループホールディングス㈱
6 味の素㈱
7 味の素物流㈱
8 ㈱アッカ・インターナショナル
9 アマノ㈱

10 イーソーコ㈱
11 イオングローバルSCM㈱
12 伊東電機㈱　
13 ㈱イトーキ
14 EYアドバイザリー・アンド・コンサルティング㈱
15 上野興産㈱
16 SGホールディングス㈱
17 ㈱エヌ・ティ・ティ・ロジスコ
18 オークラ輸送機㈱
19 大塚倉庫㈱
20 オープンテキスト㈱
21 ㈱オープンロジ
22 ㈱オカムラ
23 カシオ計算機㈱
24 カスケード（ジャパン）リミテッド
25 韓国物流研究院
26 ㈱関通
27 ㈱協和製作所
28 グッドマンジャパン㈱
29 栗林商船㈱
30 京濱港運㈱
31 コアソリューション㈱
32 鴻池運輸㈱
33 金剛㈱
34 ㈱サトー
35 三機工業㈱
36 山九㈱
37 三甲㈱

図表2 JMFIの新役員名簿
役職 勤務形態 氏名 所属企業名 備考

1 代表理事
会長 非常勤 大庭靖雄 ㈱NAAファシリティーズ  取締役相談役 再任

2 代表理事
副会長 非常勤 間野　勉 ㈱流通研究社  代表取締役会長 留任

3 専務理事 常勤 小林史男 （一社）日本マテリアルフロー研究センター 再任

4 常務理事 非常勤 菊田一郎 ㈱流通研究社  代表取締役社長 留任

5 常務理事 常勤 冨田幸男 （一社）日本マテリアルフロー研究センター 再任

6 常務理事 常勤 北居　学 （一社）日本マテリアルフロー研究センター 留任

7 理事 非常勤 飯原正浩 ㈱丸和運輸機関  常務執行役員 新任

8 理事 非常勤 井岡康治 SGホールディングス㈱
執行役員 オープンプラットホーム企画担当 再任

9 理事 非常勤 五十嵐明生 ㈱ニトリホールディングス  上席執行役員 新任

10 理事 非常勤 岡村　正 ヤマトホールディングス㈱・
（一社）ヤマトグループ総合研究所  常務理事 新任

11 理事 非常勤 大庫大輔 オークラ輸送機㈱  専務取締役 再任

12 理事 非常勤 加納尚美 日本パレットレンタル㈱  代表取締役社長 再任

13 理事 非常勤 亀山忠秀 ㈱シーアールイー  代表取締役社長 新任

14 理事 非常勤 下代　博 ㈱ダイフク  代表取締役社長 再任

15 理事 非常勤 坂田道治 日本通運㈱  開発事業部 部長 新任

16 理事 非常勤 杉浦宜修 三井倉庫ロジスティクス㈱  取締役執行役員 新任

17 理事 非常勤 松浦　学 ソフトバンク・ロボティクス㈱ 
顧問・ロジスティクス本部長 新任

18 理事 非常勤 武藤裕美 日本電気㈱  交通・物流ソリューション事業部 部長 新任

19 理事 非常勤 若菜　純 ㈱メディセオ  ロジスティクス本部 本部長 新任

1 監事 非常勤 川野信夫 センシン  代表 再任

38 三進金属工業㈱
39 サンスター㈱
40 三和シヤッター工業㈱
41 ㈱シーアールイー
42 シーオス㈱
43 ㈱シーネット
44 システムズデザイン㈱
45 ジック㈱
46 ㈱Shippio
47 ㈱スギヤス
48 センコー㈱
49 全国通運㈱
50 ㈱SOUCO
51 ソフトバンクロボティクス㈱
52 ㈱ダイアログ
53 ㈱ダイフク
54 大和ハウス工業㈱
55 ㈱タクテック
56 ㈱ツールマート
57 ㈱ディーエムエス
58 ㈱デンソーウェーブ
59 ㈱東芝
60 東芝テック㈱
61 トヨタL&F東京㈱
62 トランコム㈱
63 成田国際空港㈱
64 ㈱ナンシン
65 ㈱ナンセイ
66 ㈱日陸
67 日建リース工業㈱
68 日産自動車㈱
69 ㈱ニトリホールディングス
70 ㈱日本アクセス
71 日本貨物鉄道㈱
72 日本GLP㈱
73 日本通運㈱
74 日本電気㈱

75 日本電産シンポ㈱
76 日本トランスシティ㈱ 中部支社
77 日本パレットレンタル㈱
78 日本ファイリング㈱
79 ハウス食品㈱
80 ㈱Hacobu
81 ㈱ハマキョウレックス
82 ハリマ共和物産㈱
83 ㈱ビーリンク
84 ㈱日立ソリューションズ東日本
85 ㈱日立物流
86 ㈱フクダ・アンド・パートナーズ
87 福玉精穀倉庫㈱
88 富士通㈱
89 富士電機㈱
90 ㈱プロロジス
91 ㈱丸石
92 ㈱丸和運輸機関
93 水岩運送㈱
94 三井倉庫ロジスティクス㈱
95 三井不動産㈱
96 三菱食品㈱
97 三菱ロジスネクスト㈱
98 名正運輸㈱
99 メープルツリーインベストメンツジャパン㈱

100 ㈱メディセオ
101 ㈱山善
102 ヤマトホールディングス㈱
103 郵船ロジスティクス㈱
104 ㈱ランドスケイプ
105 ㈱リブドゥコーポレーション
106 ㈱流通研究社
107 リンテック㈱
108 ロジザード㈱
109 WiseTech Global・Japan.K.K.
110 ㈱ワコーパレット
111 ㈱をくだ屋技研
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えを最適化できなければ大手外資プ
ラットフォーマーには勝てない。そ
こには産業を超えた争いがある。彼
らは単なるネット企業ではなく，最
も顧客に近付き満足度を最大限追求
できるモデルを持つ。だからこそ
我々にとって今，JMFIも進めてい
る協働のプラットフォーム，シェア
リングが極めて重要なのだ」と締め
くくり，満場の参加者を沸かせた。

懇親会には国交・経産両省
の来賓，精力的な活動報告
スピーチも

講演会の後は，会場を移しての懇
親会に。会長・来賓挨拶（次項にま
とめて掲載）に続き，乾杯の発声で
登壇したのはJMFI理事で㈱ダイフ
ク代表取締役社長の下代博氏。「物
流への関心がこれほど高まった時代
はかつてなかった。究極の人手不足
時代にソリューションを提供する必

要がある今，JMFIの活動の拡充が
求められており，また期待している」
と述べ，乾杯の発声。和やかな宴の
時間となった。なお，懇親会冒頭の
JMFIおよび来賓各氏の挨拶・発表

（要旨）は以下の通り（発言順）。

今日の総会において代表理事会長
を再び承り，専務理事，常務理事と
共に運営に当たることとなった。当
研究センターは幅広い産業分野の企
業にご参加いただき，サプライチェ
ーン・ロジスティクス改善を模索す
る研究・教育・広報・啓蒙の活動を
行う場，すなわちプラットフォーム
の形成を目指している。

おりしも昨年夏には総合物流施策
大綱が定まり，“強い物流”を目指す
方向性が示された。さらに戦略的な
イノベーション創生プログラム，ス
マート物流の動きなど新しい取り組
みが進む中で，研究すべき課題は多
岐にわたっており，我々も活発に研
究を行っている。

今年度の一例をご紹介すると，事
業計画内に「サプライチェーン情報
バンク」構想を掲げ，幅広いサプラ
イチェーンで“動くモノ”に関する情
報を収集・管理し，使えるようにし

懇親会での代表記念撮影

（上）講演会の様子　（下）乾杯の発声

業界横断
プラット
フォーム
形成に全力
（一社）JMFI  会長
大庭靖雄氏
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ていくことで，シェアリングを可能に
し，無駄を省く試みや，非常事態に
対応する手立てを見つける取り組み
などが上げられる。

また，教育事業に関しては厚労省
所管の中央職業能力開発協会が進め
るロジスティクス検定制度に向け
て，合格者を育てるべく検定合格講
座を継続しており，この検定は国交
省および経産省からも後援をいただ
けるようになった。合格講座実施会
場はこれまでの東京，大阪に加え今
年度からは名古屋校が加わり，受講
の利便性を高めている。

５月に開催したアジア・シームレ
ス物流フォーラム（ASLF）2018も，
前年と比べてさらに充実したとの反
響が多く，秋にはASLF2018として
初めての名古屋での開催も決まって
いる。

このように着実に環境は整いつつ
あるが，業界横断のプラットフォー
ム形成を目指す立場としては，当研
究センターをより充実させる必要が
あると認識しており，一層の努力を
していきたい。

国交省では現在，昨年閣議決定さ
れた物流大綱に基づいて取り組みを
進めている。これは“強い物流”を目
指したもので，以下の６つの視点に
まとめることができる。
◦つながる……労働力不足深刻化の

おり，これまでの競争重視から強
調への転換を促す。事業者間連携
や共同輸配送の促進等，言葉にす
るのは容易でも具体的にどうすべ
きかは難しく，皆様のお知恵を拝

借したい。
◦見える……物流の透明化のこと。

作業の効率化，サービスと退化の
明確化を計ること。

◦支える……ハードのインフラに加
え，ソフトのインフラも整備する
必要がある。

◦備える……災害に備える，環境問
題に備えて対応する。

◦革命的に変化する……様々な新技
術を活用し，トラック隊列走行，
ドローン配送，コンテナターミナ
ルのAI化などに取り組む一方，今
年度より経産省と共に官民連携の
スマート物流サービスをスタート
する。これは５か年計画でサプラ
イチェーンにおけるモノの動きと
商品情報を見える化し，データを
共有，物流・商流プラットフォー
ムを構築するもの。

◦育てる……JMFIのロジスティク
ス検定合格講座においても高度物
流人材育成に尽力いただいている
が，我々もバックアップすること
で物流の生産性を向上していく。

本日は，先ほどの松浦様のご講演
も興味深く拝聴した。今，物流だけ
ではなく商流も含めてロジスティク
スは変化の時代を迎えている。経産
省が所管する製造業，流通業も大き
な変化に見舞われ，中でもEC化の
流れの中で海外のプラットフォーマ
ーの台頭も目覚しい。物流は産業を
支える基盤だが，荷主の方々との意
見交換でも，大変危機感が強く悩ん
でいる現状がある。

そうした中で具体的に物事を動か
して行くには最新のテクノロジーが
不可欠であり，産業を変えて行く視
点から“スマート物流サービス”とい
う息の長いプロジェクトも担当して
いる。

どう商習慣を変え，社会を変え，
サプライチェーン全体の最適化を実
現するのか。本日のように，異なる
業種の皆様が一同にお集まりのまた
とない機会に，忌憚のないご意見を
伺いたい。秋に行われる名古屋での
ASLFはじめ，今後も様々な取り組
みに期待している。

私がリーダーを務めている『ドラ
イバーの労働環境研究活動』の活動
について一言ご報告したい。労働環
境の改善に向け，ドライバーの待機
時間をなくすための取り組みを進め
ている。先日，首相官邸を訪問し安
倍総理にご報告する機会もいただい
た。この問題はただ単純に予約をす
れば解決するようなものではなく，
倉庫を含めた全体のオペレーション
の生産性を向上しなければいけない
ことが分かってきた。

そのためにはまず，ドライバーの
本当の労働時間を調査し，情報連携
の中で正しい労働環境を実現するこ
とから始める。

実際に長時間業務で帰宅できない
人々が存在しており，その労働環境
を改善して行かなければならない。
研究会の取り組みを広く水平展開し
ていくので，皆様にも積極的なご参

スマート物流
サービスで
全体最適に
貢献
経済産業省
商務・サービスグループ 
消費・流通政策課
消費経済企画室長／
物流企画室長
伊奈友子氏

生産性向上で
“強い物流”を
目指す
国土交通省  物流審議官
松本年弘氏

ドライバー
労働環境向上
に向け第一歩
サンスターSTARLECS㈱
ロジスティクス部 理事
荒木協和氏

会員代表による研究会活動報告から
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加をお願いしたい。

サプライチェーン情報バンク研究
会とはその名のとおり『サプライチ
ェーンに情報を集める，預ける』研
究，運動である。東日本大震災をは
じめとする大規模な災害の状況下で
は，サプライチェーンが途絶し，何
日も生産ラインが止まった。こうし
た悲惨な経験から，非常時には，よ
り速やかな対応が求められ，そのた
めには公のサプライチェーンについ
てのデータが不可欠であることが明
確になった。必要な情報を必要な時
に提供できる環境が整えば，結果は
違ってくるはずで，そのため研究を
スタートする。第１回目の研究会を
１か月後に開催するので，皆様にも
ぜひご参加いただきたい。

このたび『パレット・物流モジュ
ール化と情報連携研究会』を立ち上
げることになった。パレットや物流
機材の標準化・モジュール化につい
て，今一度考えようという試みであ
る。今さら，と感じられるかも知れ
ないが，今，働き方改革のうねりの
中，パレット活用には追い風が吹い
ている。しかしサイズだけでなく仕
様も様々あるため，マテハン機器と

の相性や載せる製品との相性等まで
配慮してモジュール化を考えて行き
たい。当社は日本のパレット標準化
を推進してきた平原直氏が創始者で
あり，その点では日本パレット協会，
流通研究社と同源といえ，当社とし
てもパレット標準化を社是にしてい
る。新しい風が吹く中でこの問題を
改めて追求していくので，ご期待い
ただきたい。

当社は東大阪で輸送センターの代
行など3PL事業を展開しており，こ
の場を借りて『海外人材活用に関す
る勉強会』の提案をさせていただき
たい。具体的には外国人技能実習生
に関する研究会の立ち上げを構想し
ている。

当社も人材採用に注力している
が，国内からの採用では間に合わず，
ミャンマーからの外国人実習生の制
度を活用している。今後は労働力減
少が加速する中で，今まで通りの採
用の仕組みでは状況に対応できず，
強い物流は実現できないと痛感して
いる。そこで，海外からの実習生の
制度活用をもっと推進し，政府方針
の見直し要請なども視野に，皆様の
お力をお借りして研究会を発足させ，
活動を進めて行きたいと考えている。
JMFIがよりよい共同の拠点となる

ことに期待している。
＊

なおこの場で合わせて，日刊工業
新聞社名古屋支社参与 イベント事
業部部長の柳谷好郎氏が，JMFIと
の共催で開催するアジア・シームレ
ス物流フォーラム（ASLF）2018 in 
名古屋について紹介。「ASLF東京
と異なるのが，当社主催の“名古屋
プラスチック工業展”と同時開催さ
れる点。同工業展には40年の歴史
があり，出展企業も中部のメーカー
が多く，展示企業にとっても来場者
にとっても有意義な展示会と定評が
ある。今はバーチャルに情報が得ら
れる時代ではあるが，だからこそ具
体的な『人と人との出会い』は貴重
であり，メディア経由では得られな
い情報が手に入るチャンスでもあ
る。先週もある中国系企業が訪れて
熱心に質問され，非常に手応えを感
じている。皆様には，是非とも名古
屋で開催される初のASLFにお越し
いただきたい」と呼びかけた。

＊
最後に，懇親会の中締めで登壇し

たのは，JMFI理事で日本通運㈱事
業開発部長の坂田道治氏。

同氏は「思い起こせば，私が大学
を卒業して物流企業に就職した時代
には『こうした仕事は絶対になくな
らない』と思ったものだ。ところが今
は先の見えない時代を迎えている。
そうした荒波に飲み込まれず乗り切
るよう，JMFIの場で勉強し成長し
て行きたい。皆さんと一緒になって
難局を乗り切れるように頑張りまし
ょう！」と述べ，一本締めで懇親会
はにぎやかに終了した。	 MF

中
締
め
の
様
子

サプライ
チェーン情報
バンク研究会
スタート
（一社）JMFI  専務理事
小林史男氏

今だからこそ
パレットの
情報連携を
日本パレットレンタル㈱
取締役
伊地知真弘氏

海外人材活用
に向けた
勉強会を構想
㈱関通  取締役
経営企画本部長
達城利卓氏
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